
第１１３６回例会 ２月１２日(金)    ２月９日(火)IM に振替      エポックなかはら 

第１１３７回例会 ２月１９日(金)    麻生ＲＣ創立記念例会      経堂「 寿 恵 川 」  

第１１３８回例会 ２月２６日(金)   会員ショート卓話             百合ヶ丘カントリー倶楽部 

 

 

 

 

【点 鐘】              鈴木 豊成 会長 

【例会場】               ホテルモリノ 

【ソング】              鈴木 憲治 SAA 委員 

国歌 『君が代』 

ロータリーソング『奉仕の理想』 

【ゲスト・ビジター紹介】           鈴木 豊成 会長 

  米山奨学生 孫 世薫 君  

【会員紹介バッジ授与】 

   鈴木憲治会員、花輪会員        鈴木 豊成 会長 

【会員・夫人誕生日】         鈴木 豊成 会長 

 【会員】川崎 航会員 

 【奥様】森茂則会員夫人 望 様 ※森茂則会員、挨拶 

     佐々木範行会員夫人 幸子様 

【理事・役員会報告】         鈴木 豊成 会長 

１． 次年度委員長案について  ※別添一覧参照。 

２． 2 月 19 日創立記念例会の会費について 

会員一人 2,000 円徴収。(前回の余剰金を利用) 

３． 創立 25 周年実行委員長について 

今年度、次年度会長幹事で決める。 

４． 次年度米山奨学生受入とカウンセラーについて 

次年度奨学生は中国人女性。カウンセラーは会長幹事に 

一任。 

５． 米山奨学生孫君の送別会は 3月に開催予定。 

６． 3 月 11 日の例会時、震災 5年目にあたり、黙とうを行う。 

【会長報告】             鈴木 豊成 会長 

１． ガバナー事務所より 

① 2018-19年度ガバナーノミニー・デジグネートとして横

浜中 RCの金子大氏が指名される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②2 月のロータリーレートは 1 ドル 120 円 

③第 1、第 2、第 3 グループ合同の事務局懇親会のお知らせ 

3 月 4日(金)18:00～川崎日航ホテル 8F 会費￥7,000 

④2016-17R 財団 クラブの参加資格認定覚書提出依頼 

2. ロータリーの友より 次年度ロータリー手帳の案内 

  1 部 600 円*2/25 までに申込み 

3. しんゆり芸術祭委員会より第 3回実行委員会の案内 

  2 月 24 日(水)18:30～麻生区役所会議室 

4. 麻生区青少年野球連盟より定期総会のお知らせ 

  2 月 20 日(土)16:00～麻生区役所会議室 

5. 鈴木憲治会員へ 4月 3日の地区協議会クラブ奉仕 

  部門のサブリーダーの委嘱状が届く 

【幹事報告】             鈴木 昭弘 幹事 

◆例会変更 

 ◎川崎高津 RC 

 ・2 月 11 日(木)休会 

 ・2 月 18 日(木)→17 日(水)～18 日(木)金沢親睦移動例会 

◎川崎大師 RC 

・2 月 3 日(水)例会場変更 サンピアン川崎労働会館 

 ・2 月 10 日(水)→9 日(火)IM に参加 

 ・2 月 24 日(水)18:30 点鐘 創立記念例会 

  川崎商工会議所 12F 

 

 

 

 

 

 
   

［例会日］第 1・2金曜日 12：30〜13：30［例会場］ホテルモリノ新百合丘 7F TEL：044-966-1300 

［例会日］第 3・4金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-966-1300 

［例会日］第 5・ 金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-966-1300 0R 移動例会 

 

第 1135 回 例会記録 平成 28 年 2 月 5 日（金） S.A.A 委員長 森 啓伊 

回 例会記録 平成 20年 5 月 30 日(金) S.A.A 委員長 森 茂則 

 
会員紹介のバッジを受ける鈴木憲治会員（左） 



◆毎年届く「抜粋のつづり」が届く。 

◆次回例会は IMです。14:00 登録開始 14:30 点鐘 

 会場はエポックなかはら 

◆2 月 19 日は創立記念例会。経堂鰻店「寿恵川」にて 

 17:45 経堂駅改札口集合 

◆米山記念奨学と R財団寄付の領収書が送られています。 
 

【出席委員会】           親松 明 委員長 

例会数 会員 出席 欠席 修正 出席率 

1135 回 25 20 5  80.0％ 

1134 回 25 11 14 3 56.0％ 

1133 回 25 21 4 1 88.0％ 
  

【ニコニコ委員会】     青戸 慶太 社会奉仕委員長 

 第 1135 回(件数) 合 計 

ニ コ ニ コ    21 件 ￥22,000 

●お客様 ◇川崎ＲＣ 白井 勇 様 

●当クラブ  

◇鈴木豊成会長【インフルエンザが流行しています。気をつけ

よう】 

◇鈴木昭弘幹事【そろそろ花粉症の気配がしますね】 

◇梶 俊夫会員【朝はビックリでした(地震)】 

◇大野 勉会員【月曜日、神奈川 RC にメーキャップしてきまし

た。】 

◇志村 幸男会員【節分祭、無事終了いたしました。有難うご

ざいました。】 

◇鈴木 憲治会員【花粉症が始まりました。】 

◇長瀬 敏之会員【オーロラ、×でした(旅行で)】 

◇青戸慶太会員 ◇宇津木茂夫会員 ◇親松 明会員   

◇臼井 勉会員 ◇碓井 美枝子会員 ◇梅澤 馨会員 

◇鈴木眞一会員 ◇佐藤 忠博会員 ◇森 茂則会員 

◇森  啓伊会員 ◇蓬田 忠会員 ◇山下 俊也会員 

◇佐々木 範行会員       以上、ありがとうございました。 

【R 財団委員会】             碓井 美枝子委員長 

○鈴木 憲治会員 ○梅澤 馨会員 ○鈴木 昭弘会員 

  合計 ￥36,000 

【米山記念奨学】       鈴木 憲治 国際奉仕委員長 

○鈴木 憲治会員 ○梅澤 馨会員 ○鈴木 昭弘会員 

                 合計 ￥40,000 

【プログラム委員会】           長瀬 敏之 委員長 

 2 月のプログラム予定   

 2 月 12 日(金)   9 日(火)IM に振り替え 

 2 月 19 日(金)  クラブ創立記念例会 

            経堂「寿恵川」にて夜会移動例会 

 2 月 26 日(金)  会員ショート卓話 

            (碓井会員、老沼会員、川崎会員) 

 

 

 

 

 

 

 

【次年度委員会報告】           志村 会長エレクト 

別添、2016-17 年度委員会委員長(案)の報告。 

来月理事会で各委員も含めて決定する予定です。 

 【クラブフォーラム】              鈴木 憲治 会員 

2016-17 年度志村会長年度の今後の計画の流れを説明し、

会員への協力をお願いしました。(別添資料参照) 
 

【四つのテスト】            梅澤 馨 会員 

【点  鐘】             鈴木 豊成 会長 

【会報委員会】              文責：山下 俊也 

 

〈米山奨学生レポート〉 

日本の生活について 

昭和音大修士課程 孫 世薫 

日本の生活を通じて、様々な人生の 

勉強になった。2013 年１月に日本へ 

来て、約３年になった。３年間という時間は長いといえば長いし、

短いといえば短い期間である。私にとってこの３年間は大切な

時間だった。 

 まず、様々な国の人と友達以上の関係ができたことである。

国籍、性別、年齢などと関係なく付き合うことができた。最もよ

かったのは、ロータリーを通じた日本人の家族のような方々を

知ったのである。温かいお言葉と助言を受けて、これからの私

の人生計画を立てることができた。学校で学ぶことも重要だが、

私にとって大事な勉強だった。 

 また、日本の多様な礼儀について学ぶようになった。まわり

の人に配慮して生きている日本文化を通じて、自身も変化す

ることができた。今まで人に配慮しないで暮らしていたわけで

はないが、他人に迷惑をかけることについてそこまで気にしな

いで、生きていたようだ。しかし、３年間の日本での生活を通じ

て、このような礼儀を身につけられた。 

 最後に、専攻の知識と合わせて、韓国と日本の交流の文化

的な理解ができるようになった。両国の文化の差を理解しない

といくら素晴らしい公演を作っても交流の役割を果たすことは

できないだろう。公演を作る技術も必要であるが、その国の公

演の構造的な特性を知らなければ、表面的な勉強にとどまっ

てしまうのである。しかし、多様な日本でのインターンシップを

通じて、現場で日本人たちと交流することができてよかったし、

書籍から学ぶことよりも重要な経験となった。 

 

志村 幸男（さちお） 

次年度会長 

 



 上で述べたように、日本での３年間の生活は大きな勉強にな

り、大切な人々を得た。自国へ帰って、日本で得た多様な経 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

験を伝え、交流のための役割を続けたい。また、両国の公演

のために新たな仕組みを自分で作りたいと思う。 
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